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通
勤
・
通
学
利
用
で
あ
る
。
八
木

西
口
駅
か
ら
の
目
的
地
は
、
平
日

は
自
宅
が
３
割
強
、
３
割
弱
が
医

大
、
医
大
附
属
病
院
で
、
平
日
に

比
べ
、
休
日
は
今
井
町
へ
の
観
光

の
割
合
が
多
い
。
八
木
西
口
駅
利

用
者
の
住
所
は
、
平
日
・
休
日
と

も
今
井
町
が
約
４
割
、
次
に
南
八

木
町
、
以
下
、
八
木
町
、
四
条
町
、

小
綱
町
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
８
割

超
は
、
京
都
な
ど
の
北
方
面
へ
向

か
う
。
八
木
西
口
駅
か
ら
医
大
へ

向
か
う
方
の
う
ち
、
約
７
割
は
通

勤
・
通
学
で
、
通
院
や
お
見
舞
い

で
の
利
用
者
よ
り
も
病
院
関
係
者

が
多
い
。
こ
の
基
礎
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
仮
に
八
木
西
口
駅
が
新
駅

に
動
い
た
場
合
を
想
定
し
て
、
医

大
前
新
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移

動
距
離
の
合
計
と
な
る
数
字
の
変

化
を
検
証
し
た
。
大
和
八
木
駅
も

し
く
は
新
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の

距
離
が
長
く
な
る
方
、
短
く
な
る

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
の
関
係
か

ら
、
八
木
西
口
駅
を
利
用
し
て
い

た
と
き
と
比
較
し
て
い
る
。
平
日

の
ア
ン
ケ
ー
ト
有
効
回
答
数
６
７

３
名
の
う
ち
、
駅
か
ら
目
的
地
の

経
路
を
記
入
さ
れ
た
方
は
５
３
１

名
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
実
際
の
降

車
利
用
者
３
，
０
８
８
人
に
換
算

す
る
と
、
１
人
当
た
り
約
１
３
０

メ
ー
ト
ル
移
動
距
離
が
少
な
く
な

る
。
八
木
西
口
駅
利
用
者
で
医
大

附
属
病
院
を
目
的
地
と
し
て
い
る

方
々
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
に
よ

る
結
果
と
想
定
さ
れ
る
。

近
鉄
は
、
八
木
西
口
駅
の
移

転
を
前
提
と
し
て
医
大
前
新
駅
の

設
置
を
す
る
考
え
で
あ
る
。
八
木

西
口
駅
を
移
転
さ
せ
て
、
医
大
前

の
新
駅
設
置
の
際
は
、
八
木
西
口

駅
を
存
続
さ
せ
る
の
か
、
潰
す
の

か
。医
大
前
の
新
駅
設
置
は
確
定
か
。

平
成
２８
年
の
県
立
医
科
大

学
・
附
属
病
院
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
等
に
関
す
る
特
別
委

員
会
で
、
新
駅
設
置
は
１
０
０
％

と
は
言
い
切
れ
な
い
と
答
弁
し
た
。

市
は
、
新
駅
が
で
き
て
も
、
八
木

西
口
駅
を
存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
と

近
鉄
に
要
望
し
て
い
る
。
近
鉄
の

考
え
と
は
平
行
線
だ
が
、
い
ろ
い

ろ
な
方
々
と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

医
大
前
の
新
駅
設
置
を
ど
う

す
る
か
決
め
る
の
は
市
で
あ
る
。

新
駅
の
結
論
を
早
く
出
さ
な
け
れ

ば
、
医
大
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構

想
の
計
画
が
進
ま
な
い
。
最
終
結

論
は
、
い
つ
出
る
の
か
。

県
と
市
は
医
大
前
の
新
駅
を

設
置
す
る
方
向
で
あ
り
、
新
駅
は

つ
く
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
平

成
２８
年
９
月
議
会
で
市
長
は
「
八

木
西
口
駅
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
目
標
期
限
は
特
に
定
め

て
い
な
い
。
大
き
な
事
業
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
議
論
を
尽
く

す
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
医
大
前
の
新
駅
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
の

で
、
継
続
し
て
近
鉄
と
交
渉
し
た

い
。
八
木
西
口
駅
は
、
多
数
の
利

用
者
が
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
結
論

は
出
せ
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
策
を

検
討
し
進
め
た
い
。

平
成
２９
年
度
予
算
の
八
木
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
費
で
、

大
和
八
木
駅
南
の
西
側
改
札
設
置

の
調
査
に
入
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
医
大
周
辺
の
整
備
費
用
で
大

和
八
木
駅
南
の
西
側
改
札
を
検
討

す
る
予
算
を
つ
け
た
の
か
。
医
大

周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
費
は
、

ほ
か
の
調
査
費
な
の
か
。

大
和
八
木
駅
南
の
西
側
改
札

設
置
の
調
査
は
、
医
大
周
辺
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
業
務
で
あ
る
。
八

木
西
口
駅
の
存
廃
に
か
か
わ
ら
ず
、

大
和
八
木
駅
西
側
住
民
の
駅
へ
の

利
便
性
確
保
の
た
め
調
査
を
進
め

た
い
。

一般質問

奥
田　
　

寛

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

財
政
と
大
型
事
業

平
成
２２
年
１２
月
策
定
の
「
橿

原
市
新
庁
舎
基
本
構
想
」
は
、
庁

舎
丸
ご
と
、
い
っ
た
ん
全
部
更
地

に
し
て
１
万
７
，
０
０
０
㎡
を
建

て
替
え
る
案
に
見
え
る
が
、
こ
の

構
想
は
生
き
て
い
る
の
か
。

「
橿
原
市
新
庁
舎
基
本
構
想
」

策
定
時
は
、
新
分
庁
舎
の
構
想
は

な
か
っ
た
。
分
庁
舎
を
作
っ
て
い

る
今
は
、
本
庁
舎
に
１
万
２
，
５

０
０
㎡
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

本
庁
舎
南
側
の
民
有
地
を
取
得
で

き
れ
ば
、
現
庁
舎
を
残
し
て
新
庁

舎
を
南
側
に
建
設
し
、
新
庁
舎
建

設
完
了
後
に
現
庁
舎
を
取
り
壊
す

方
法
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
本

庁
舎
の
方
針
は
、
基
本
構
想
を
踏

襲
し
た
い
。

庁
舎
の
住
所
地
を
動
か
す
場

合
に
は
、
議
会
の
特
別
多
数
議
決

が
必
要
に
な
る
が
、
庁
舎
と
は
何

な
の
か
。

地
方
自
治
法
第
４
条
第
１
項

に
基
づ
く
「
橿
原
市
役
所
の
位
置

に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
市
役
所

の
位
置
は
橿
原
市
八
木
町
１
丁
目

５
１
０
番
地
と
定
め
て
い
る
。
同

法
第
３
項
で
は
、「
第
一
項
の
条

例
を
制
定
し
又
は
改
廃
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
出
席
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
者
の
同
意
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
特
別
多
数
議
決

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
地
方

公
共
団
体
の
意
思
決
定
の
権
限
を

持
つ
市
長
が
い
る
場
所
が
、
地
方

公
共
団
体
の
主
た
る
事
務
所
で
あ

る
。
議
会
も
本
庁
舎
に
必
要
と
市

は
考
え
て
い
る
が
、
法
的
に
は
本

庁
舎
と
議
会
が
必
ず
同
じ
場
所
に

あ
る
必
要
は
な
い
。
本
庁
舎
に
最

低
限
必
要
と
な
る
明
確
な
面
積
の

要
件
は
な
い
。
本
庁
舎
に
必
要
な

機
能
で
あ
る
意
思
決
定
を
市
長
が

行
う
に
は
、
一
定
の
職
員
が
必
要

に
な
り
、
そ
れ
ら
の
職
員
が
勤
務

す
る
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
に
な
る

市
長
が
意
思
決
定
を
す
る
た

め
に
必
要
な
職
員
の
最
低
人
数
は

何
人
か
。
最
低
限
必
要
な
職
員
数

を
出
し
て
、
計
算
す
れ
ば
面
積
が

出
る
の
で
は
。

市
長
の
執
行
機
関
と
し
て
、

近鉄八木西口駅


